
 ⼀昨年度より、Society5.0 （超スマート��）を⽣

きる��代リーダーを�成することを⽬的として、未

来のリーダーが必�とする�⼒は何か、�がどのよう

に��したらよいのかを�る��的ワークショップを

開�しています。�回は�どもを持つ��さん12�に

��いただき、�の��に�けている（かもしれな

い）３つのテーマを�し�いました。

 Day1はアート(��性)をテーマにアーティストの�

�さん栗⽥さんのファシリテーションで、��な�材

でアート作品を�作し、アート思�を体�しました。

�成�念を破�する⼒や��性を�ばす��を�える

��となりました。
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��さんと⼀�に未来の��を�えました

未来のリーダー�� 開�

⽇�財団は�材�成を�じて、�かな未来��の�現を⽬指します。

⽇�財団ニュース

 Day2はイノベーションをテーマに、久�理事�が

イノベーション�材の�成について��しました。

�疑を�じてイノベーターの�⼒・��について理

�が�まり、「メンター」の��という�しい�点

が提⽰されました。

 Day3は未来の��をテーマに、早稲⽥⼤�池上�

授から�の���の動向を��する情�が提供され

た�、「そもそも論点は何か�」という漠�とした

問いかけがなされました。��者は、戸惑いながら

も各⾃各�の論�フレームを�えました。この思�

体�を�じて、「内発的に�題��できる�⼒」が

重�という気付きが得られました。



 ⽇�財団の理科��助成事業では、助成期間を�えた

35�の中から�に優れた成果を上げた��に理科��賞

を�し上げ、��式で成果発�をしていただいていま

す。成果発�では�くの貴重な知⾒をコンパクトにまと

めていただき、�かり易く��いただいていますが、�

はその発�だけでは�えきれない現場の��⼯夫や先⽣

�の情�が�く�っていることに気づきました。

 そこで受賞�を�問して��インタビューして、�え

きれなかった先⽣�の⽣の声を�けることにしました。

インタビュー�事はホームページに順�掲�しています

が、このたびシリーズ�11回から20回までの10�をVol.2

としてまとめました。

 助成�や���員�など��の��に配布しました

が、ご希�あれば�し上げますので、ぜひご��くださ

い。

harata@nissan-zaidan.or.jp

10�の貴重なノウハウが�まっています

理科��賞受賞�インタビュー

vol.2 発⾏

 ⽇�では�3,000もの助成型財団が個�や団

体の活動に�金提供や奨�金�付、��や賞金

��を⾏っています。各財団事業はそれぞれ独

⾃ではありますが、��⽬的の財団の活動には

�くの共�点があります。そこで⼀昨年より、

助成財団センターの肝いりで、⽇�財団、パナ

ソニック��財団、��堂��財団が中�とな

って13財団が��する「���財団�流�」を

立ち上げました。

 7⽉13⽇には�3回の�流�を⾏い、コロナ�

における財団��やWebツールの活⽤ノウハウ

などの情���を⾏いました。⽇�財団から

は、�流�の枠�みを情���の場から⼀�踏

み�んで、���財団共�の�題を�決するア

ライアンス的な活動を提�しました。⼿�めの

活動例として、メルマガなど各財団メディアへ

の相乗り��事例を��しました。

 ゆくゆくは、個々財団ではカバーできない⼤

きな�題を、アライアンスで�決するような活

動に発�できればと�想を�げています。

アライアンスを呼びかけました

���財団�流� 開�
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